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1. 本誌 は､物性 の研究 を共 同 で促 進 す るため､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に開通 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内容 は､研究 論 文､研 究会 ･国際会 議 な どの草炭告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ い ての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス を どです ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原則 と して審 査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不適 当 と言忍めた も

の につ いて は､ 改訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承.諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のペー ジ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい0

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "～ "､ ギ リシ ャ文字 "ギり'､

花 文字 ､大 文字 ､小 文字等 を赤 で指 定 して下 さい ｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ I(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､†(ダガ-)と+ (プ ラス)､¢と中とF'と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい ｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式 等 は必 ず-改行 の際

の切 れ 目 を赤 で指 定 して下 さい ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で指 定 して下 さい ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cnf)以 内 に人 らをい もの､ その まま印

刷 で きない図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます｡

国 中 の文字 は活字 にいた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投稿 後 の原稿 の訂 正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さ い ｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以上 10部 単 位 で お申込 み下 さい ｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ月以 内 に納 めて 下 さい｡ (垂附更切 手 に よ る受付 は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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掲 示 板

｢物性研究｣20周年記念特集

"これからの物性物理 "原稿募集

｢物性研究｣誌は,本年 9月で創刊以来20年にな り,その前身である ｢物性論研究｣の創

刊から,実に40年にもな ります｡激しい時代の変化の中で,本誌が 20年間も存続 してきた

ことに当編集部では感概を深 くしてお ります｡同時に20年を経ようとしている今,現実を厳

しく見つめ,本誌の新たな発展を期 したいと考えています｡そこで,本誌では, 20周年記念

として, "これからの物性物理 "と題 した特集を企画 し,研究者や物性物理に関心のある方々

から広く御意見を募 り,誌上に掲載することにしました｡

20年前の ｢物性研究｣創刊の頃に比べ,物性物理の内容と研究の規模は少なからず変化 し

てきたと思われます｡たとえば装置の大型化,精密化などによる実験技術の進歩,計算機の役

割の増大,研究対象の拡大,移行や分野の細分化,実用面での役割の増大などがあげられると

思います｡

一方,かなり以前から ｢曲 り角に来た物性物理｣がとなえられてきました｡ほんとうに曲り

角に来たのか,角とすればどの方角に曲るのか,すでに曲ったのか,それとも袋小路で行きど

まりなのか,それとも高速道路に飛びだすのか,様々な評価があろうと思います｡

｢物性物理｣を,その周辺を含む広い意味に解 して,その展望に関して皆さんの御意見を伺

いたいと思います｡たとえば,㊤現在,残された重要課題は何か｡④物性物理の進むべき方向

や今後の性格について,④新たに開拓すべき分野や研究対象は何か｡④現在の物性物理の研究

の現状に対する反省や批判｡など多くの意見があると思います｡"これからの物性物理 "をテー

マに物性物理 とその周辺の研究者の間での活発な討論が本誌上で行われることを期待します｡

1)テーマと内容 :広い意味での"これからの物性物理 "に関連があれば任意の題名で,

自由に御意見をお寄せ下さい｡

2)長 さ:自由ですが,目安 として原稿用紙 1-5枚程度

3)〆切 り:7月 31日 本誌 10月号 (Vol.41N0,.1)に掲載予定

4)お寄せいただいた原稿は原則 として全て掲載 します｡

｢物性研究｣編集部
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編集 後 記

このところ ｢物性研究｣は投稿論文の数が少なく,少し前には記事の不足に困ったこともあ

りました｡その後研究会報告や講義ノー ト,修論関係の特集や科研費研究会の報告等を積極的

に掲載することで少 し勢いをもりかえしました｡しかしその結果,初期の編集内容 とは形の上

で変化 した感 じにな りました｡しかし研究会報告にしても個々の報告は shortnote,速報と

いった内容を持ち,結果的には本誌 も初期の使命を果たしているだろうと思われます｡

ところで物理学会誌の本年 3月号の編集後記には対照的な悩みが書かれてお り,興味を引か

れました｡そこでは記事の増大が問題になってお り,将来は国際会議の報告などで膨大な頁が

必要になるだろうと嘆かれています｡しかし学会誌は広い分野をカバーし,異なる分野間の交

流を使命の 1つに持っているのに対 し, ｢物性研究｣はもう少し狭い分野に限定したものであ

り,より専門的な内容でもかまわないと思われ,います ぐ編集方針の変更をせまられるという

訳でもないかと思われます｡

しかし本誌もこの巻で創刊満 20年 とな り, これを機会にいろいろな反省見直 しをすること

も大切だと思われます｡記念特集の企画考えてお りますが,これを機会にいろいろ考えてみた

いと思います｡御意見等お聞かせ下さい｡

(T.T.)

革命命令命令命令命令命令命令命令命命令命令命令命令命令命令命令命令命命命令命令命命令命命令

物 性 研 究 第40巻 第 1号 (昭和58年 4月号) 1983年 4月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

発行所 物性研究 刊行会

年額 13,200円

〒606 京 都市左京 区北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

TEL (075)721-4541-3

〒606 京都市左京 区北白川追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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お 知 ら せ

ProgressofTheoreticalPhysicsの

印刷形式,論文の長さ制限,別刷代金の変更

このたび,下記のように Progress本誌の印刷形式,論文の長さ制限,投稿 ･別刷代金の

変更を行うことになりました｡これは, 1ページ当りの印刷量を増すことによって諸経費の

節約を計るとともに,論文の長さ制限の緩和,投稿 ･別刷代金値下げのご要望にお応えする

ためのものであります｡Supplementについても,1984年発行の分から同様な印刷形式等の

変更壷予定 しております｡

編集委員会といたしましては,Progressが魅力ある雑誌として発展することを願い,さら

に努力を続けてまいります｡今後とも卒直など意見をおきかせ下さるようお願いいたします｡

(1) 印刷形式 (70巻 1号-1983年 7月-より)

活字の大きさは変えず,まわりの余白を減らして 1ページ当りの印刷量を増やします｡こ

れにより,本論文の場合刷り上りページ数 (P)は,原稿 (65ス トローク,25行)の枚数 (q)

に対 して,現行

から P≡0.6q

P≡0.5q

に減少します｡

(2) 論文の長さ制限 (即刻実施)

本論文は原稿枚数の制限を30枚から40枚に変更します｡40枚を超える論文については,例

外としての特別の審査が行われます｡レターの制限行数は,250行から280行に変更 します｡

(3) 投稿 ･別刷代金 (70巻掲載論文より)

国内からの投稿者の投稿 ･別刷代金は,本論文,レターの2本立てとし,それぞれつぎの

ように改訂 します｡〔A:代金(円),♪:刷り上 りページ数,∬(-50×整数):別刷部数〕

本論文 :

A=

A-

レター :

9000×0･5P+2009･5-Xo- (p≦20)

9000×[0･5×20+1×(A-20)]+2009･品 (lb>20)

10000×0･3P+500･品 (p≦4)

10000×[0･3×4+1×(A-4)]+500･品 (p>4)



上記の改訂による代金を現行と比較しますと下表のようになります｡短い本論文について

は若干の値上げになりますが,他の場合,とくに長い本論文については相当の値下げになり

ます｡

本論文 (ユニ100の場合,()は現行)

原 稿 枚 数
q

lO

20

30

40

刷上りページ数ク
5(6)
10(12)
15(18)

20(24)

別刷代金
A (円)

24,500(20,800)

49,000(50,970)

73,500(90,500)

98,000(139,390)

レター (∬-100の場合,()は現行)

原 稿 行 数 刷上りページ数P 別刷代金
A(円)

1983年 4月

Progress 編 集 委 員 会



会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費は前納 制 をとってい ます｡ した が って､ 3月末 ま

で にを るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい ｡

な お新規 入会 お申込 みの場合 は下記 の会 費以外 に入会金 と し

て､100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間の会 費

lstvolume (4月号 ～ 9月号) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難 の向 きは 1volume 分 ずっ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利周 の上御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現金 書留 は御遠慮 下 さい)

なお通信欄 に送金 内容 を必ず 明記 して下 さい｡

雑誌購 読 者以外 の代理 人 が購 読料 を送金 され る場 合 ､必ず会 員杏

人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 送本 中止の場 合 :次 の volumeよ り送本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届｣ を送付 して下 さい｡

4_ 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 な理 由 を く 2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す ることにな

ってい ますの てゝ御留 意下 さい｡

5. -括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛送本 中 に大学等 で一括 配布 を受 け

る様 になった場 合 は､必 ず ｢個 人宛 送本 中止 ､一括 配布 希望｣ の通

知 を して下 さい｡逆 の場 合･も同様 です｡

6. 送本先変更 の場 合 :住 所 ､勤 務先 の変更 等 によ り送本先 が変 った

場 合 は､必 ずう去本先変更届 を操 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関会 員

1. 会 費 :学才交･研究 所･等 での入会 及 び個 人 で あって も公費払 いの と

きは機 関会 員 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入会金 は不用 です｡学校 ､研究所 の

会 琴の支払 いは後払 いで も結構 です｡ 入会 申込 み をされ る時､支孤

い に請 求 ､ 見積 ､納 品書が各何 通必要 か をお知 らせ下 さい｡

なお､ 当会 の請 求書類 で､は支払 いがで きない様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究機 関 の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 :発行途 上 にあ る V｡Iumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届 ｣ を送付 .して下 さい｡

雑 誌未 着 の場合 :発行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡

物性石井究刊 行会

〒606京都市左 京区北 白川追 分町 京都 大学湯 川記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直通)
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